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去
る
三
月
十
一
日
（
金
）
午
後

二
時
四
十
六
分
に
三
陸
沖
の
深
さ

約
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の

東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
）
に
よ
っ
て
、
東
北
か

ら
関
東
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で

未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
、
多
く

の
方
々
が
被
災
さ
れ
、
尊
い
命
と

財
産
が
失
わ
れ
た
。

本
県
に
お
い
て
は
、
特
に
気
仙

沼
市
、
南
三
陸
町
、
石
巻
市
、
女

川
町
、
東
松
島
市
、
松
島
町
、
利

府
町
、
塩
竈
市
、
七
ヶ
浜
町
、
多

賀
城
市
、
仙
台
市
、
名
取
市
、
岩

沼
市
、
亘
理
町
及
び
山
元
町
の
八

市
七
町
の
太
平
洋
沿
岸
部
地
域

は
、
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
そ
の
大
半
が
商
工
会
地

域
で
あ
り
、
我
々
の
仲
間
で
あ
る

多
く
の
会
員
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。

ま
た
、
同
地
域
で
は
、
商
工
会

館
の
被
害
も
甚
大
で
、
石
巻
か
ほ

く
商
工
会
雄
勝
支
所
・
北
上
支
所
、

女
川
町
商
工
会
、
石
巻
市
牡
鹿
稲

井
商
工
会
本
所
・
稲
井
支
所
、
南

三
陸
商
工
会
本
所
・
歌
津
支
所
の

四
商
工
会
で
本
所
・
支
所
合
わ
せ

て
七
事
務
所
が
津
波
に
よ
り
流
失

し
た
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
、
女
川
町

商
工
会
及
び
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商

工
会
が
河
南
桃
生
商
工
会
、
南
三

陸
商
工
会
が
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

津
山
支
所
の
一
部
を
借
用
し
て
仮

事
務
所
を
構
え
、
被
災
会
員
の
相

談
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

会
館
の
被
災
状
況

●
倒
壊
・
流
出　
　
　

七
棟

石
巻
か
ほ
く
雄
勝
支
所
・
北
上

支
所
、
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工

会
本
所
・
稲
井
支
所
、
女
川
町

商
工
会
、南
三
陸
商
工
会
本
所
・

歌
津
支
所

●
床
上
浸
水
（
一
階
）
二
棟

東
松
島
市
商
工
会
本
所
・
鳴
瀬

支
所

●
破
損
（
入
居
不
能
）
二
棟

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務

所
、
登
米
中
央
商
工
会

●
一
部
破
損
（
百
万
以
上
）
七
棟

蔵
王
町
商
工
会
、
亘
理
山
元
商

工
会
山
元
事
務
所
、
栗
原
南
部

商
工
会
本
所
・
志
波
姫
支
所
・

高
清
水
支
所
、
み
や
ぎ
北
上
商

工
会
登
米
支
所
、
登
米
み
な
み

商
工
会
南
方
支
所

平成23年3月11日東日本大震災
太平洋沿岸部11商工会が未曾有の大被害

4商工会7事務所が津波により流出

津波により流出した南三陸商工会館本所 津波により壊滅的な女川町商工会

がれきが積み上がる石巻かほく商工会雄勝支所 建物のほとんどが流され壊滅的な女川町内
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～県内会員事業所の被害状況～
45％の会員が被災、600会員が廃業へ

5月20日現在

商工会名
会員数
（3/10
現在）

被災した事業所数 建物の被災金額（百万円）

事業所数 割合 うち
営業継続

うち
営業中止 うち廃業

全壊 半壊 一部損壊 合計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

名 取 市 1,081 432 40.0% 261 151 20 151 12,490 23 4,393 214 707 388 17,590 

岩 沼 市 810 175 21.6% 10 101 64 65 2,940 108 7,700 2 90 175 10,730 

角 田 市 721 275 38.1% 272 3 7 88 114 590 121 678 

丸 森 町 388 118 30.0% 115 2 1 1 40 42 35 43 75 

蔵 王 町 494 130 26.3% 130 7 123 76 83 83 206 

七 ヶ 宿 町 83 1 1.2% 1 0 

大 河 原 町 664 120 18.1% 114 5 2 2 22 41 129 43 151 

村 田 町 298 70 23.5% 66 1 3 3 140 20 350 23 490 

柴 田 町 688 188 27.3% 185 1 2 7 268 100 450 107 718 

川 崎 町 364 9 2.5% 9 4 302 4 302 

亘 理 山 元 955 651 68.2% 428 210 13 237 6,801 21 647 186 323 444 7,771 

み や ぎ 仙 台 2,518 2,485 98.7% 2,300 180 5 10 20 40 10 50 30 

多賀城・七ヶ浜 1,291 698 54.1% 12 92 13,000 343 16,300 13 700 448 30,000 

利 府 松 島 790 354 44.8% 279 72 3 3 1,540 54 638 251 647 308 2,825 

く ろ か わ 1,231 908 73.8% 399 509 4 20 21 105 529 793 554 918 

加 美 824 28 3.4% 28 10 211 10 211 

玉 造 624 29 4.6% 29 19 44 19 44 

大 崎 837 337 40.3% 329 6 2 1 20 2 11 244 1,040 247 1,071 

遠 田 884 167 18.9% 155 1 6 1 10 3 10 99 309 103 329 

栗 原 南 部 845 308 36.4% 307 1 2 3 1 2 305 409 308 414 

若 柳 金 成 547 285 52.1% 230 55 3 53 9 48 204 387 216 488 

栗 駒 鶯 沢 429 115 26.8% 113 1 1 52 60 52 60 

一 迫 花 山 275 38 13.8% 38 19 32 19 32 

登 米 中 央 785 110 14.0% 81 26 3 17 166 5 54 79 352 101 572 

み や ぎ 北 上 824 302 36.7% 298 4 8 60 2 55 158 507 168 622 

登 米 み な み 655 72 11.0% 72 7 65 3 73 7 2 17 140 

東 松 島 市 850 408 48.0% 132 76 200 205 6,150 71 1,420 132 660 408 8,230 

石 巻 か ほ く 658 383 58.2% 118 303 33 280 1,400 22 55 63 94 365 1,549 

河 南 桃 生 577 400 69.3% 394 6 7 47 16 32 150 120 173 199 

石巻市牡鹿稲井 360 288 80.0% 36 42 210 252 7,560 28 144 8 7 288 7,711 

女 川 町 441 326 73.9%（調査中） 326 9,780 326 9,780 

南 三 陸 562 466 82.9%（調査中） 460 700 6 30 466 730 

本 吉 唐 桑 396 138 34.8% 106 126 6,135 12 75 138 6,210 

合　　計 23,749 10,814 45.5% 6,929 1,854 588 2,254 69,208 774 32,195 3,187 9,473 6,215 110,876 
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被
災
し
た
地
域
の
中
小
・
小

規
模
企
業
並
び
に
商
工
会
に
対

す
る
復
興
の
支
援
を
図
る
た
め
、

本
会
天
野
会
長
を
本
部
長
と
す

る
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本

部
を
四
月
四
日
本
会
に
設
置
し

た
。四

月
十
五
日
、
五
月
九
日
に

開
催
さ
れ
た
復
興
対
策
本
部
会

議
で
は
、
県
下
商
工
会
地
区
の

被
災
状
況
の
報
告
並
び
に
、
国
・

県
等
へ
の
要
望
事
項
、
本
県
独

自
の
義
援
金
（
５
０
０
円
募
金

活
動
）
の
募
集
、
復
興
支
援
ス

テ
ッ
カ
ー
の
作
成
、
全
国
の
商

工
会
・
県
連
・
青
年
部
・
女
性

部
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

の
配
分
方
法
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

ま
た
、
四
月
十
五
日
開
催
さ

れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
商
工

会
の
復
興
に
関
す
る
決
議
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
商
工
会

の
復
興
に
関
す
る
決
議

一
．
国
・
県
等
に
対
す
る
陳
情
・
要

望
事
項
の
早
期
具
現
化
要
望

二
．
被
災
地
に
対
す
る
義
援
金
の
拠

出
並
び
に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
の
配
分

三
．
被
災
し
た
地
域
の
中
小
・
小
規

模
企
業
並
び
に
商
工
会
に
対
す

る
復
興
の
支
援

四
．
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部

の
設
置

五
．
中
小
・
小
規
模
企
業
の
事
業
再

開
に
向
け
た
金
融
、
税
務
対
策

等
の
各
種
施
策
の
実
施
要
望

六
．
災
害
復
旧
に
係
る
補
正
予
算
の

編
成
要
望

震
災
後
、
四
月
五
日
か

ら
七
日
に
か
け
て
、
本
会

天
野
会
長
が
、
今
回
の
大

震
災
で
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
沿
岸
部
の
名
取
市

商
工
会
を
は
じ
め
十
一
商

工
会
に
見
舞
い
に
訪
問
し

た
。天

野
会
長
は
、
対
応
い

た
だ
い
た
各
地
の
会
長
さ

ん
か
ら
詳
し
い
被
害
状
況

や
要
望
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
全

国
連
を
通
じ
て
全
国
各
地
の
商
工

会
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

一
億
円
の
一
部
を
見
舞
金
と
し
て

贈
呈
し
た
。

ま
た
、
大
震
災
以
降
会
員
事
業

所
の
安
否
確
認
や
復
旧
等
支
援
に

大
変
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
事
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、役
職
員
一
同
、

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
会
員
事

業
所
が
一
日
も
早
く
復
興
で
き
る

よ
う
手
厚
い
支
援
を
改
め
て
お
願

い
し
た
。

去
る
、
四
月
十
二
日
全
国
商
工

会
連
合
会
石
澤
会
長
・
川
瀬
副
会

長
が
来
県
し
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

商
工
会
を
視
察
し
た
。

石
澤
会
長
一
行
は
、
被
災
地
で

あ
る
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
を

訪
問
し
、
安
住
会
長
よ
り
震
災
被

害
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、

多
賀
城
市
の
工
場
地
帯
や
七
ヶ
浜

説明を受ける石澤全国連会長（左側手前2人目）、川瀬全国連副会長（同じく1人目）

義援金を受け取る小島名取市商工会長（右）

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
を
設
置

―
国
・
県
・
全
国
連
等
関
係
機
関
に
支
援
を
要
望
―

町
の
沿
岸
部
周
辺
の
津
波
に
よ
る

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
を
視
察

し
た
。

実
際
に
現
地
で
光
景
を
目
の
当

た
り
し
た
石
澤
会
長
は
、テ
レ
ビ
・

新
聞
等
報
道
で
は
被
害
の
深
刻
さ

は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
あ
ま

り
の
被
害
の
甚
大
さ
に
言
葉
を

失
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

現
地
で
安
住
会
長
は
、
商
工
会

は
中
小
・
小
規
模
企
業
の
み
な
ら

ず
地
域
住
民
の
た
め
に
も
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
国
に
対
し

こ
の
状
況
を
し
っ
か
り
伝
え
て
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

施
策
・
支
援
策
を
早
急
に
打
ち
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
要
望
し

た
。

天
野
会
長
が
被
災
商
工
会
を
見
舞
う

石
澤
会
長

川
瀬
副
会
長

県
内
被
災
地
を

視
察

全国連
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東日本大震災に係る要望状況
平成23年5月12日現在

月　日 要　　望　　内　　容 要　望　先（敬称略）

4月9日 1 . 中小・小規模企業に対する要望
（１）復興支援融資制度（仮称）の創設
（２）被災事業者の事業再開のための設備資金等に対しての助成

金制度の創設
（３）被災事業者のリース料の支払い減免等
（４）被災事業者の住民税、所得税、法人税等の軽減・免除等
（５）風評被害対策の強化
（６）公共事業の被災事業者への優先発注と被災者の優先雇用
（７）下請企業の保護
（８）被災事業者の再就職の支援
（９）創業の支援
（10）事業の共同化の支援
（11）復興支援企業に対する優遇策
（12）東北地域の高速道路の無料化

2．商工会・商工会連合会に対する要望
（１）被災した指導用施設の建設（又は修繕）費の助成
（２）損壊（流失）したパソコン等備品及び車両購入費等の助成
（３）復興市・復興物産展等の開催費の助成
（４）強固なネットワークシステムの構築費の助成

財務副大臣
参議院議員

桜　井　　　充

4月12日 宮城県
知　　事　村　井　嘉　浩

4月12日 全国商工会連合会
会　　長　石　澤　義　文

4月18日 衆議院議員
秋　葉　賢　也

4月21日 参議院議員
民主党宮城県総支部連合会
代　　表　今　野　　　東

4月21日 宮城県議会
議　　長　畠　山　和　純

4月21日 宮城県議会
自由民主党・県民会議
商工議員連盟
会　　長　小　野　　　隆

4月25日 衆議院議員
自由民主党宮城県支部連合会
会　　長　小野寺　五　典

5月12日 2 ．東日本大震災に係るまちづくりに関する要望 宮城県
知　　事　村　井　嘉　浩

全国の商工会等から寄せられた義援金（5月16日現在）
（敬称略）単位：円

全国商工会連合会 105,000,000

北海道商工会連合会 5,000,000

群馬県安中市商工会 100,000

菅原慶志前宮城県商工会連合会副会長 300,000

東芝情報機器㈱ 200,000

その他 110,000

合　　　　　　　　　　　計 110,710,000

支援物資提供者一覧表（5月20日現在）
（敬称略）

全国商工会連合会 広島県 福山北商工会

東京都商工会連合会 長崎県 雲仙市商工会

山形県商工会連合会 熊本県 熊本市北部商工会

富山県商工会連合会 熊本県立鹿本農業高等学校

鹿児島県商工会連合会 沖縄美ら海水族館

秋田県 藤里町商工会青年部 ㈱損保ジャパン

栃木県 那須塩原市商工会 ジブラルタ生命㈱

栃木県 にのみや商工会 東芝情報機器㈱

栃木県 上三川商工会 雪印メグミルク㈱東北統括支店

埼玉県 吉川市商工会 ㈱ムラヤマ

新潟県 越路町商工会 元三重県女性連理事　中山香子

滋賀県 東近江市商工会 新潟県　八鍬　靖子
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平
成
二
十
三
年
度
本
会
通
常

総
会
が
五
月
二
十
七
日
、
県
下

三
十
三
商
工
会
長
等
が
出
席
の
も

と
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
で
開
催
さ

れ
た
。

天
野
会
長
は
冒
頭
、
今
回
の
大

震
災
は
今
ま
で
経
験
を
し
た
こ
と

の
な
い
未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、

商
工
会
組
織
存
亡
の
危
機
的
状
況

を
克
服
す
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た

我
々
の
使
命
で
あ
り
、
被
災
さ
れ

た
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
の

継
続
並
び
に
創
業
・
経
営
革
新
に

向
け
た
取
組
み
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
会
館
流
出
等
の
甚
大
な
被

害
の
あ
っ
た
商
工
会
の
復
旧
・
復

興
を
最
優
先
課
題
と
し
て

総
力
を
結
集
し
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
い
と
挨
拶
。

続
い
て
、
議
長
に
蔵
王

町
商
工
会
長
の
相
原
八
男
氏

を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
震

災
の
影
響
に
よ
り
毎
年
三

月
に
開
催
し
て
い
た
臨
時

総
会
が
開
催
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
計
画

（
案
）
も
含
め
た
十
議
案

の
審
議
と
な
っ
た
。

主
な
審
議
内
容
と
し
て

は
、
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
・
再
生
の
支

援
、
経
営
支
援
機
能
強
化

及
び
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
等
の

五
項
目
を
重
点
事
業
と
す
る
平
成

二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、

ま
た
、
震
災
に
よ
り
会
員
事
業
所

の
廃
業
・
移
転
等
で
会
員
数
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
被

害
の
甚
大
な
沿
岸
部
地
域
に
対
し

て
会
費
の
減
免
措
置
を
行
う
平
成

二
十
三
年
度
会
費
の
減
免
措
置

（
案
）
等
十
議
案
が
上
程
さ
れ
、

提
案
さ
れ
た
十
議
案
は
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
欠
員
に
伴
う
役
員
補
欠

選
任
の
件
で
は
、
伊
藤
正
雄
遠
田

商
工
会
長
と
宮
城
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
尾
出
恵
一
会
長
が
理
事

と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

○
新
理
事
紹
介

遠
田
商
工
会

　
　
　
　

伊
藤　

正
雄　

会
長

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　

尾
出　

恵
一　

会
長

　　

開会挨拶する天野会長

被
災
会
員
の

復
旧
・
復
興
・
再
生
を

最
重
要
事
項
に

―
平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会
―

「
利
府
松
島
商
工
会
」「
遠
田
商
工
会
」
誕
生

〈
上
程
議
案
〉

第
一
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
書

承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算

書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録

承
認
の
件

第
三
号
議
案

特
別
会
計
共
済
事
業

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
書

並
び
に
損
益
計
算
書
、
貸
借
対

照
表
、
剰
余
金
処
分
計
算
書

（
案
）、
付
属
明
細
書
承
認
の
件

第
四
号
議
案

平
成
二
十
二
年
度
特
別
会
計
に

関
す
る
事
業
報
告
書
並
び
に
収

支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財

産
目
録
承
認
の
件

第
五
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
会
費
の
減
免

措
置
（
案
）
承
認
の
件

第
六
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画

（
案
）
承
認
の
件

第
七
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算

四
月
一
日
、
利
府
町
商
工
会
、
松

島
町
商
工
会
が
合
併
し
、
利
府
松

島
商
工
会
が
発
足
、
さ
ら
に
美
里
町

平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
重
点
事
業

一
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
・
再
生
の
支
援

一
．
組
織
・
支
援
強
化
と
財
政

基
盤
の
拡
充
強
化

一
．
人
財
改
革
の
推
進

一
．
地
場
企
業
へ
の
支
援
強
化

一
．
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
・

支
援

（
案
）
承
認
の
件

第
八
号
議
案

専
務
理
事
報
酬
承
認
の
件

第
九
号
議
案

特
別
会
計
共
済
事
業

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
予
想
損
益
計
算

書
（
案
）
承
認
の
件

第
十
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
並
び
に
借
入
先
承
認
の

件
第
十
一
号
議
案

欠
員
に
伴
う
役
員
補
欠
選
任
の

件
商
工
会
、
涌
谷
町
商
工
会
が
合
併
し

遠
田
商
工
会
が
発
足
し
両
商
工
会

と
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
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新
会
長
に
尾
出
恵
一
氏（
大
崎
）
を

選
任
、
復
興
事
業
を
支
援

―
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
―

平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会

が
、
去
る
五
月
十
二
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
今
回
の
震
災

で
犠
牲
と
な
っ
た
名
取
市
商
工
会

青
年
部
高
橋
部
長
を
は
じ
め
と
す

る
青
年
部
員
の
御
霊
に
対
し
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。

提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
平
成

二
十
三
年
度
事
業
計
画
等
の
五
議

案
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
第
六
号
議
案
の
「
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
選
任
」
で
は
、
次

の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
た
。

尾
出
新
会
長
は
就
任
挨
拶
で
、

厳
し
い
現
実
が
目
の
前
に
あ
る
が
、

平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会

が
、
去
る
五
月
十
日
に
仙
台
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。開

会
の
前
に
、
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
黙

祷
が
行
わ
れ
後
、
平
成
二
十
二
年

度
商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動
で

顕
著
な
成
績
を
残
し
た
角
田
市
商

工
会
女
性
部
に
対
し
、
鈴
木
県
女

連
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
、

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
等
の

三
議
案
は
、
原
案
通
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
若
手
後
継
者

育
成
事
業
費
補
助
金
の
執
行
停
止

に
よ
り
、
事
業
全
体
の
再
編
成
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
県
当

局
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
復

興
支
援
事
業
等
の
補
助
金
が
認
め

ら
れ
、
震
災
に
よ
る
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
県
女
性
連
と
し
て
「
地

域
力
の
復
活
」
を
最
優
先
課
題
と

し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
等
の

事
業
内
容
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
四
号
議
案
で
は
「
欠

活
性
化
基
金
を
活
用
し
た
復
興
支

援
事
業
を
軸
に
、
被
災
さ
れ
た
青

年
部
員
が
一
日
も
早
く
家
業
の
立
て

直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
青
年
部
が

商
工
会
地
区
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
先
導
役
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
決
意
を
語
っ
た
。

【
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

新
役
員
】（
敬
称
略
）

会
長　

尾
出　

恵
一（
大　

崎
）新

副
会
長　

増
田　

英
隆（
村
田
町
）新

〃　

菅
原　

裕
行（
く
ろ
か
わ
）新

理
事　

斎
藤　

寿
一（
柴
田
町
）新

〃　

近
江　

正
彦（
川
崎
町
）新

〃　

佐
藤　

武
彦（
み
や
ぎ
仙
台
）新

〃　

杉
原　
　

崇（
利
府
松
島
）新

〃　

関　
　

文
広（
加

美
）新

〃　

佐
藤　

伸
也（
遠

田
）再

〃　

星　
　

幸
宏（
栗
原
南
部
）新

〃　

名
生
登
志
郎（
登
米
中
央
）新

〃　

小
松　
　

光（
石
巻
か
ほ
く
）新

〃　

鈴
木　

康
仁（
女
川
町
）新

監
事　

小
野
寺　

亮（
若
柳
金
成
）新

〃　

桜
井　
　

晋（
東
松
島
市
）新

【
部
員
増
強
運
動
優
良
青
年
部
表
彰
】

○
部
員
増
強
運
動
の
部

　

利
府
松
島
商
工
会
青
年
部

員
に
伴
う
役
員
補
欠
選
任
」
の
件

が
審
議
さ
れ
、
次
の
方
々
が
新
役

員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

【
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

新
役
員
】（
敬
称
略
）

理
事　

高
橋　

佑
子（
大
河
原
町
）

監
事　

塩
澤　

洋
子（
み
や
ぎ
仙
台
）

【
部
員
増
強
運
動
優
良
女
性
部
表
彰
】

　

角
田
市
商
工
会
女
性
部

重
点
事
業
に
地
域
力
の
復
活

一
理
事
・
一
監
事
を
補
選

―
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
―

慎重審議する県下女性部長

就任挨拶を述べる尾出新会長（左）

　謹んで東日本大震災で被災された
皆様へお見舞いを申し上げます　

当組合では、このたびの地震による被災されたご契約者の方々には、下記のお取扱いを行うとともに、お問い合わせ、ご相談を承って
おりますのでご案内申し上げます。
①共済掛金のお払い込みを猶予する期限を9月末日まで延長いたします。
②被災によりご契約の対象が全壊・流出されご契約を解除される場合は３月11日付で処理いたします。

　　［お問合わせ先］宮城県火災共済協同組合　宮城県中小企業共済協同組合
TEL　０２２- ２６３－１２６５　平日　午前９時～午後５時
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被災者支援に関する各種制度
◆金融関係 （貸付利率等は平成23年5月末日現在）

①対象者 ⅰ）東日本大震災により直接または間接的に被害を受けた小規模事業者（常時使用する従業員が２０人以下（商
業・サービス業の場合は５人以下）の法人・個人事業主）
ⅱ）商工会・商工会議所の経営指導員による経営指導を受けている等要件を満たしている方

②貸付限度額 通常枠と別枠１千万円
③貸付利率 １．０５％（貸付後当初３年間）
④貸付期間 設備資金１０年以内（据置期間：１年以内）　運転資金７年以内（据置期間：２年以内）
⑤担保・保証人 不要
※通常枠：①貸付限度額：１千５百万円　②貸付利率１．９５％　③貸付期間は震災対応特枠に同じ
★詳細については、最寄りの商工会へお問い合わせ願います。

2．マル経融資（商工会、商工会議所）　＜震災対応特枠＞

①対象者 東日本大震災により被害を受けた、次のいずれかの中小企業者等
ⅰ）施設・設備等の損壊が発生している方（市町村等の罹災証明が必要）
ⅱ）最近１ヶ月の売上高が前年又は前々年の同月の売上高に比して１０％以上減少するか、減少する見込み
がある方（市町村が発行するセーフティネット保証の認定、又は知事、市町村長、商工会長等の認定が必要）

②貸付限度額 １千万円
③貸付利率 １．０％　（別途保証料０．４５～１．５９％）
④貸付期間 運転資金　１０年以内（据置期間２年以内）
⑤担保・保証人 担保：金融機関又は県信用保証協会所定　　保証人：法人代表者以外不要
★詳細については、最寄りの金融機関へお問い合わせ願います。

3．宮城県中小企業経営安定資金　＜災害復旧対策資金、東日本大震災対策枠＞

①対象者 ⅰ）災害によって直接・間接的に被害を受けた契約者
ⅱ）計画停電や風評被害等により、１ケ月間の売上高が前年同月に比して急激に減少が見込まれる契約者

②貸付限度額 ⅰ）２千万円　　ⅱ）１千万円
③貸付利率 ⅰⅱとも０．９％　（ⅰの直接被害に限り、無利子）
④貸付期間 ⅰ）４～６年　　ⅱ）３～５年（据置期間：ⅰのみ１年）
⑤担保・保証人 不要　
★詳細については、中小企業基盤整備機構（050－5541－7171）へお問い合わせ願います。

4．小規模企業共済貸付　＜小規模企業共済にご加入されている方＞

①対象者

直接被害者 ⅰ）地震・津波等により直接被害を受けた方（市区町村等の罹災証明が必要）
ⅱ）原発事故に係る警戒区域、計画的避難区域、緊急時避難準備区域内の方（納税証明、
商業登記簿等の確認書面が必要）

間接被害者 直接被害者の事業活動に相当程度依存している等の要件を満たす方（直接被害者の罹災証
明又は被害証明書が必要）

その他の方 その他、震災の影響により、業況が悪化している方
②貸付限度額 中小事業：７．２億円　　国民事業：４千８百万円　（いずれも別枠）
③貸付利率 中小事業：１．７５％　　国民事業：２．２５％
④貸付期間 設備資金１５年以内、運転資金８年以内（ともに据置期間：最大３年）
※　直接被害者・間接被害者に対して、さらに別枠を用意（別枠部分からの利用も可）
①貸付限度額 中小事業：３億円　　国民事業：６千万円

②貸付期間
直接被害者 設備資金２０年以内、運転資金１５年以内（据置期間：最大５年）
間接被害者 設備、運転ともに１５年以内（据置期間：最大３年）

③貸付利率

直接被害者 ⅰ）上記貸付利率から▲１．４％引き下げられた金利を適用（貸付後３年間、１億円を上限（国
民事業は３千万円））
ⅱ）事業所が全壊、流出した直接被害者等に対しては、貸付後３年間、利子補給を行うこ
とにより実質無利子化

間接被害者 上記貸付利率から▲０．９％の金利引き下げに加え、
ⅰ）売上高が減少している場合は▲０．３％
ⅱ）雇用の維持、拡大を図る場合は▲０．２％（合計で最大▲１．４％）
　　貸付後３年間、３千万円を上限（貸付後４年目以降又は上限額を上回る部分は最大▲０．
５％を適用）

★詳細については、日本政策金融公庫（0120－154－505）仙台支店又は各支店へお問い合わせ願います。

1．東日本大震災復興特別貸付（日本政策金融公庫）
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1．雇用調整助成金
東日本大震災の影響により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者の雇用を維持するために休業等を
した場合、休業手当等の負担相当額の2／ 3（中小企業の場合は4／ 5）が助成されます。但し、1人1日あたり7,505
円が上限です。
（１）主な支給要件

①雇用保険の適用事業主であること。
②生産量又は売上高などの事業活動を示す指標の最近1カ月間の月平均値がその直前又は前年同期に比べ5％以
上減少（見込みも可）していること。

2．雇用保険失業給付
震災による事業所の損壊や福島原子力発電所の影響による避難指示地域等に事業所が位置することにより、事業
所が休止になり休業を余儀なくされた場合、激甚災害の指定に伴う雇用保険の特例により、賃金を受けることがで
きない労働者は、離職していなくても失業給付を受けることができます。
（１）基本手当の支給を受けることができる日数
受給資格に係る離職の日における年齢、雇用保険の被保険者であった期間及び離職の理由などによって決定され、

90日～ 330日の間でそれぞれ決められます。
（２）支給額
基本手当の日額は原則として離職した日の直前の6ヶ月に毎月決まって支払われた賃金（賞与等は除く）の合計
を180で割って算出した金額のおよそ50 ～ 80％（60歳～ 64歳については45 ～ 80％）となっており、賃金の低い方
ほど高い率となっています。基本手当の日額は年齢区分ごとにその上限額が定められており、現在は次のとおりと
なっています。
30歳未満　　　　　　　　　　　　6,145円 30歳以上45歳未満　　　　　　　　6,825円
45歳以上60歳未満　　　　　　　　7,505円 60歳以上65歳未満　　　　　　　　6,543円

★詳細については、労働局または最寄りのハローワークにお問い合わせ願います。

◆労働関係

1．国税の申告・納付等の期限の延長
（１）以下の地域に納税地を有する方につきましては、平成23年3月11日以後に到来する申告・納付等の期限が、全
ての税目について延長されています。青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県

（２）この他の地域に納税地を有する方につきましても、被災や交通途絶等により申告・納付等が困難な方につきま
しては、個別に申告・納付等の期間延長が認められます。

2．所得税法の雑損控除又は災害減免法による減免
住宅や家財等に被害を受けた時は、確定申告で所得税法の雑損控除又は災害減免法の適用を受けることにより、
所得税の全部又は一部を軽減することができます。
3．国税の納税の緩和
家屋等の財産に損害を受けた方や国税の納付が困難となった方につきましては、納税の猶予等の制度の適用を受
けることができます。
4．災害に関する主な税務上の取扱い
災害に関して法人や個人事業主が支出する災害見舞金等の費用などの主な税務上の取扱いが国税庁から公表され
ています。
5．地方税の申告・納付等の期限の延長、減免措置
地方税についても、申告・納付等の期限の延長及び減免措置について、総務省より通知が発出されています。

★詳細については、最寄りの税務署へお問い合わせ願います。

◆税制関係

◆法律関係
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融
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サ
イ
ト
を

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
開
設
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
是
非
ご
活
用
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

掲
載
内
容
：

◆
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
情
報

金
融
、
税
務
、
雇
用
・
労
務
、

経
営
・
共
済
・
そ
の
他

◆
復
興
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
他
県
か
ら
の
支
援
情
報

◆
物
資
支
援
情
報

◆
生
活
関
連
情
報

◆
関
連
リ
ン
ク

◆
地
震
情
報

女
川
町
商
工
会
青
年
部
が
立
ち

上
げ
、
町
内
の
子
供
達
に
絶
大
な

人
気
を
誇
る
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

『
イ
ー
ガ
ー
』
と
、
大
崎
商
工
会

青
年
部
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

『
オ
ダ
ズ
ナ
ー
』
の
夢
の
共
演
が

女
川
町
復
幸
市
で
実
現
し
た
。

大
震
災
後
、
元
気
が
な
い
被
災

地
の
子
供
達
を
勇
気
づ
け
る
た

め
、
青
年
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
。

女
川
町
青
年
部
員
の
多
く
が
自

宅
や
店
舗
を
流
さ
れ
被
災
し
て
、

が
れ
き
が
積
み
上
が
る
町
で
、
い

ち
早
く
復
興
に
動
き
始
め
た
。

み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
青
年
部
で

は
、
佐
藤
秀
一
前
部
長
（
大
震
災

当
時
部
長
）
の
発
案
に
よ
り
、
大

震
災
発
生
後
、平
成
七
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
被
災
地

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
や
、
物
資
の
増
加
に
伴
う
仕
分

け
作
業
の
負
担
な
ど
課
題
が
生
じ

た
教
訓
か
ら
、
携
帯
サ
イ
ト
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
た
災
害
支
援

ネ
ッ
ト
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
た
。

そ
こ
で
、
本
県
青
連
の
副
会
長

で
も
あ
っ
た
佐
藤
前
部
長
の
呼
び

か
け
に
よ
り
県
青
連
緊
急
役
員
会

を
開
催
し
、
同
サ
イ
ト
の
全
面
支

援
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
被
災

地
と
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地

の
青
年
部
が
繋
が
り
、
様
々
な
救

援
物
資
が
本
県
に
寄
せ
ら
れ
、
青

年
部
員
が
持
ち
前
の
行
動
力
を
生

か
し
、
行
政
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
地
域
ま
で
運
搬
を
行
う
な
ど
き

め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

今
後
は
、
被
災
事
業
所
が
事
業

を
復
興
・
再
生
す
る
上
で
必
要
な
設

備
・
備
品
等
の
手
配
や
新
た
な
取

引
先
の
拡
大
も
視
野
に
入
れ
た
息

の
長
い
支
援
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

東日本大震災に関する復興支援情報サイトを開設！

県
内
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
が
共
演

―
女
川
町
復
幸
市
を
盛
り
上
げ
る
―

「
災
害
支
援
ｎ
ｅ
ｔ
宮
城
＠
３
１
１
」を
開
設

―
本
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
支
援
協
力
―

URL：http://japan.311tohoku.com/sien/home

URL：http://www.311tohoku.com/

子
供
達
を
励
ま
す
イ
ー
ガ
ー
（
左
）

と
オ
ダ
ズ
ナ
ー
（
中
央
）
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